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  長い時間で楽しんで描いていた絵。並べてみると随分と傾向があるようだ。つまりある範囲の世界が見えてくるようだ。自身もよく知らない全貌の一部が見えてくる。その世界に住んでいる住人について知りたくなってくる。
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Este libro muestra los dibujos de T. Asaeda. Si le interesa su obra, puede ponerse en contacto con el autor.
E.mail :    asaedaojisan@yahoo.co.jp





アリシアの飼い猫はふつうじゃない。大きさも性格も触った感じもふつうじゃない。人間をニンゲンだと考えもしない。でも、餌をくれとは要求しない。食べ物はじぶんで探してくる。食べ物は古風でネズミを探してくる。

















このカエルは会うたびにおどろかされる。たいていは書物を開いて思索にふけっているようだ。「ほんを読むことで、本来の自分にカエルことが出来る」という。本来のじぶんというのは、カエルだそうだ。そして読んだページは次の日には覚えていない。
















湯治場はだれもが思い思いの時間と癒しを過ごすところ。お隣りさんの人生の機微には触れないマナーです。それでも湯気の向こうに互いの輪郭は見えますし、自分が動けばお隣さんもゆらゆら揺れる。不思議な仕掛けです。
「湯治場でゆらゆら一期一会」


























この子は暑がりらしい。だから暑い夏は書物の中に入る。どんな本でもいいのではない。書物は温度が違うから。この日は大好きな極寒の「シベリア抑留記」を選んでいた。避書地と呼んでいる













これは年代物の赤ワインではない。
年代物のマタタビの選び抜かれたエッセンスである。
かるく揺らすだけで芳香がひろがる。
猫肌が立つ









図像のスケッチ

















CAT28首脳の会談

COPではなくCAT。28は「ニャー」と読みます。「ネコ連盟の首脳による会談」です。議題は獲物のニジマスの分配ですが、猫たちは本能的でわがままですから、うまそうな魚を前にして分配が上手にできるかは怪しいものです。








図書館のふるい言い伝え

静かな図書館の奥から、異国のことばやため息、寝息まで聞こえることがあります。古い書物が吐きだした声かも知れません。でも百年も経てばあなたの書いた文章も同じようにささやき始めるかも知れないのですよ。

























吾輩は熊である

森の奥にはクマが住んでいます。何をしているかは謎ですが、きっと学校があるのでしょう。人間の子供達に好かれる訓練を受け、各種の教養を身につけているに違いありません。だからそのカリキュラムが済むまではそっとしてあげてください。















「夜行列車のミステリー」
誰もがうなだれて眠っている夜行列車の深夜。ガラスの向こうは風景ではなく怪しげな「自分」がこちらを見つめていて、やがて話し掛けてくる気配。鞄を持ったカバ。闇は病み、ネコは寝込んでいます。「あなたは誰？




インディアンの午後











僕の親戚のインディアンは江戸っ子で、うめぼしと新茶が大好きです。新茶をいただく時はうめえなあと言いながら、ズズーっと大きな音をたてて飲みます。しあわせそうです。














おじさん(×2)の世界











研究室にはいつも二人が出前のカツ丼を待っている。それぞれ研究のテーマは異なる。ソルジェニーチン氏は景観工学、モルサ氏は脳内寄生生物がテーマらしい。どちらもユニークだけど、ノーベル賞もイグ・ノーベル賞の候補にもあがらない。














大学の敷地にあるそば屋でアルバイトをしているミツコは、ある日アタマが痛くて帰って休息。翌日はお休みをいただいた。きのうの濃厚なできごとで頭の中はいっぱい。どこから整理したらいいのか。外は集中豪雨みたいだ。











おんなじ入浴でもこちらは温泉のようだ。べつに頭の中の整理をしているわけではない。体重を測っているだけ。でも増えても減ってもなにも困らない。増えたらきっと喜んでもらえるだろう。


















人のいない大学とかがあって、ひっそりと教師たちがやってくる


ではどんな人たちがやって来るのかと言えば、想像に頼るしかないのです。だってこの絵ができてからそれを考えるからです。この建物の部屋の中にだれがいるか自由に考えてみましょう。そう、その調子です。













大学の通学路で美しいものをみた。金色にひかるイタチだった。眼に焼きついた。








あと数ヶ月ではたちになるというのに、神様からのお知らせが来ない。きっと素敵な音楽とともに許可証をもらえると思っていたのに・・・


















嵐の日のティーパーティ


悪天候の日に出席したのは、代理の職員ばっかりみたい。けっきょくお茶を飲んでいねむり。誰も非難するものはいない。良い午後のひとときである。




いかん！いかん！とにかくいかん！何だかいかん、許せん！どうしてかって、とにかく最初からいかんということなんじゃ！まだ分からんのか！わしにも分からんがいかんのじゃ！


















小さい頃はいつでも世界一だった。


この作品は相当古いものだ。描いた紙もずいぶん黄色く変色してしまった。なぜこんなものを描いたのかも覚えていない。覚えているとすれば桃太郎はとても弱いもの、こころぼそい子供だということ。日本一とかおだてられてキビ団子を何個か持たされて、よくわからない「鬼退治」にでかけさせられる話だったから。人生のノウハウも知らないで、通りすがりに知り合った動物に助けられて森の中でびくびくして野宿している。何をどうしたらいいかもよく分からなかったはず。







冒険の始まりに立ち会いましょう






















ある日、頭のなかに恐ろしい嵐の海があらわれて私を捉えて離さなくなった。


すぐに手元にあったメモ用紙になぐり描きをしなければならなかった。
やがて得体の知れない海岸に打ち上げられたのだと思う。








































美味しい料理をつくりたいな。あたたかいビタミンB1のたっぷりの健康な料理。




美味しい料理をつくりたいって？あたたかいビタミンB1のたっぷりの健康な料理、だってー？














森の奥には見えない部屋があるのかも知れない。















明るい空には大きな白い犬が笑っていた。




実験、実験。気になることはなんでも確かめることで次のドアは開くはず。








うちのネコはわがままで暴れ放題。本能そのものみたいだ。だが狩の腕は確かだ。











人生って言うものは、いろいろあるようでもあんまり選択の余地はないんだね。けっして選べるものでもない。それでも選んできたような気はするもんだ。








人生の中身はよく見ればあんまり新しいものではない。生まれる前からそこにあった。親のもの。環境や他人のもの。この体の細胞になっているから逃げられない。





























森に誰かがやってきた。いいやつか悪いやつか？期待と不安。追い払うか、歓迎しようか？様子見て考えようか。無視しようか。とにかくこちらから迫ってみよう。あちらには決めさせないぞ。
















物語を
聞かされると
どうしたらそのイメージを
膨らませられるか
物語が曲がってしまわないにはどうするか
しばらく考える
随分と長く考えることになる
やがて　ひらきなおる
やっと気がつく
それは物語を追いかけないことかなと
気がつくことがある















自分が作ってしまった物語でもそれは起こる
なかみをよく知っている
スケッチは頭にあるし
何も添える必要がない
でもなにか欲しい
いらないとも思う
仕方がない　別人になる
するとやっとやりたい事が見える
やっぱり好きな事をやりたい
からだがむずむずする
そうかこれでいいのだ





































                                                アーサー世界の住人たち
2025/12/20　発行　初版
著　　者：アーサーおじさん
発　　行：Asaeda Takanori

©2025:アーサーおじさん Printed in Japan
bb_B_00177773
bcck: http://bccks.jp/bcck/00177773/info
user: http://bccks.jp/user/140729
format:#002y

Powered by BCCKS

株式会社BCCKS
〒141-0021
東京都品川区上大崎 1-5-5 201
contact@bccks.jp
http://bccks.jp

                        













  
    
  


OEBPS/media/0000/0391/8763/7e9c0cde49637ae1464833de1efb46a0_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0393/3405/5733eac7be71b100e9745b53b95f7663_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/8764/a58e6244eab43020ad9ac262e6d28080_tn1024.jpg
A/ ST
oY K s 7

NS

7
4/

/,r;/






OEBPS/media/0000/0393/3407/4dbb57d74692a5fd174cac2d2d1b516b_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/3299/0fa65aea2f9a87aac1bee4572bf59e5c_tn1024.jpg
X3 -
e = =
D et e — 5 =
= - =
E — = paw TR =
- A = = et
ot = N <
T el Pl s
= &g om= Toomase
| 3 - e ——
EEESSSSSSSSSS =
¢ 5
« :vflv.
= — K s
== / =
\ \

AN
N -

s
i I






OEBPS/media/0000/0391/9994/10c5a427d53f5cc55b726b32f279c20f_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/3286/69a99e7dca206027c3d65ac0fe657778_tn1024.jpg
=g N AT
= Al I{q
\ w )

!
\

\
77 (AR g
i
(AN






OEBPS/media/0000/0391/8769/925b399fef9dfaef345998f59323876e_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0391/4230/b9816a546c7d9e490347689d8e2c43a5_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/5044/627dfa34976a5c6f0aaff5c0d810b5e7_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/5055/2fa308fde4c81107558341cc6003334f_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0391/8768/6640fe8ff910545e409521c2a77348a3_tn320.jpg





OEBPS/media/0017/7773/jacketh4_large.jpg
725

EA

Vi e o LF 0D

Ay






OEBPS/media/0000/0393/3404/703ee7d2d6f512761b7452a21ea60330_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/1016/bece2cdc683f14bcc24d975350b602f2_tn1024.jpg
i






OEBPS/media/0000/0391/3292/06dff118db73d1eaa85560a9bfd4148b_tn1024.jpg
1l






OEBPS/media/0017/7773/jacket_large.jpg
LLos habitantes
del mundo de ASA

Tio ASAEDA






OEBPS/nav.xhtml

  
     アーサー世界の住人たち　目次


    
      		
        表紙
      

		
        本文
      

		
        奥付
      


    


  
  
      ガイド


      
		表紙


		BCCKSについて


		表２


		総扉


		-->…


		奥付


		表３


		裏表紙


      


  


OEBPS/media/0000/0391/5052/fb7e3b559d7f26fbe20956e7655b08ef_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/3287/2ebef4b01122435a71346c1015072ffc_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/3284/8508ae83ebe3c741a00d9a8ca64bab65_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/3275/fbbbd6bbae97cd229095f3ee38efbe05_tn1024.jpg
i

b

/ﬁ

(G
7~
==

[y — ) & —&






OEBPS/media/shimaneko_bccks.png





OEBPS/media/0000/0391/5045/1d7eef7839707eab8670e1ac61b3158a_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/8767/d3b8e3bf13cc1840d0e3fdf18a0b63b9_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0391/4229/687e2aa367958e73863e3e88ee65769c_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/8766/72cd3522c691ae4692cd86c72897f177_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0401/8488/643d60a17c1accade4b857a695ff95a0_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/5059/1e3fac5d5802d0ee670ddf3346334578_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/8771/9c0dacb122377ba92fd1218f6015cac3_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0393/3409/0809db79a753293c35c6a09b3904f1d3_tn1024.jpg
{ ‘(,//,//%////\%






OEBPS/media/0000/0391/5048/1c342852212806aae57f038447b0942a_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/1009/915aaf481ec39b5d059b2ec4183f0daa_tn1024.jpg
,//_‘

////
/ ) /4

.

e

/,
LA/

{
/W |

i/

/






OEBPS/media/0000/0393/3406/df852f4d80a4b175a3851c8550c932d2_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/4232/8c84bbd74f7afd5e83a527572a3f1573_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0391/3295/03176ef2b089020d438502a162fa0c57_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/6881/4d11c27c965bf93b21c7fef510491283_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0391/5046/5444a323707444b8e22fff6062893d59_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/5053/01234129451d66615ad79ab4341cd2bb_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0391/8765/ccf3b12704194359ead3406c908dc3f7_tn1024.jpg
——
N — 72

\‘s-‘y\\\t\\\\\
) \;\&x&&‘é{\‘&&&&&
RN

\ L&
\\\\\\\\\\i\\\\
NSSSSESENSNNNGSY

ARANALL AN

K33 3 Z
AN —

AR

VAR AIANININY
AAARATLUTEAT LU RURRR

AR N RN
R T

N

W

FRMIAAATIAARRNA R A VAR X






OEBPS/media/0000/0391/3285/45e7b886d1223bb882e975f2c8938a64_tn320.jpg





OEBPS/media/0000/0391/1010/866995e88f985a437f7bc2b9d65e63cc_tn1024.jpg





OEBPS/media/0000/0401/8487/e498f26e7041044071f6addb1661fa35_tn1024.jpg





